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今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

1.修了証書授与式には、民族衣装
で参加したスカラー生の姿も。2.フェ
アウェルパーティーにて。東京スカラ
ー生が一人一人へメッセージを書い
た色紙が、海外スカラー生全員に渡
された。3.『JALスカイミュージアム』を
みんなで視察。4.福岡・さつき松原
海岸でのビーチクリーン作業。プラス
チックごみや放棄された漁網などを
回収。5.プログラム初日の「一筆入
魂」。6.樹木・環境ネットワーク協会
による里山整備体験では、下草刈り
と伐木を実施。発生材を使った竹細
工も体験した。7.宗像大社を参拝。
8.さまざまな地域からバックグラウンド
の異なるメンバーが集まり、共に学
ぶ22日間となった。
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０
２
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年
６
月
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７
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Ａ
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カ
ラ
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ロ
グ
ラ
ム
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
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こ
の
取
り
組
み
は
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ジ
ア
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オ
セ
ア
ニ
ア
の
大
学
・
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を
日
本
へ
招
待
し
、
日
本
人
学
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と
の
交
流
・
研
修
や
文
化
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通
じ
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の
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越
え
た
相
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理
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を
促
進
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す
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し
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１
９
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５

年
に
日
本
航
空
に
よ
っ
て
開
始
さ

れ
、
現
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は
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
が
運
営

を
引
き
継
ぎ
、
２
０
２
３
年
で
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回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
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Ｇ
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〜
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豊
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の
た
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境
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つ
い
て
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え
よ
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北
京
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海
、

香
港
、
台
北
、
台
中
、
マ
ニ
ラ
、

ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
韓
国
、

タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ

生
全
員
を
迎
え
て
の
対
面
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
福
岡
で
は
宗む
な

像か
た

大
社
で
の

参
拝
体
験
、
さ
つ
き
松
原
海
岸
で

の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
作
業
、
タ
カ

ミ
ヤ
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
シ
ャ

ボ
ン
玉
石
け
ん
工
場
の
視
察
な
ど
、

主
に
海
洋
保
全
に
関
し
て
学
び
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し
た
。
東
京
で
は
日
本
フ
ー
ド
エ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
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や
武
蔵
野
ク

リ
ー
ン
セ
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の
視
察
を
通
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や
廃
棄
物
処
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の
現
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知
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森
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リ
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術
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や
里
山
整
備
体
験
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ど
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自
然
と
共
存
し
て
き
た
日
本
の
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ら
し
に
触
れ
る
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も
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ら
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ま
し
た
。
ま
た
、
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草
や
渋
谷
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験
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る
Ｓ
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ス
カ
ラ
ー
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調
べ
、
海
外
ス
カ
ラ
ー
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を
案
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し
な
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ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
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実
施
し
ま
し
た
。

　

最
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わ
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の
２
０
３
０
年
目
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を
発
表
し
、
漢
字
一
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で
示

し
た
目
標
や
自
分
の
夢
、
全
行
程

を
通
し
て
得
ら
れ
た
学
び
に
つ
い

て
、
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名
の
ス
カ
ラ
ー
生
全
員
が

ス
ピ
ー
チ
を
披
露
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
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つ
い
て
の
研
修
だ
け
で
は
な
く
、

ー
、
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ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
、
イ
ン
ド
、
グ
ア
ム
か
ら
選
ば

れ
た
海
外
の
学
生
（
海
外
ス
カ
ラ

ー
生
）
19
名
と
、日
本
人
学
生（
東

京
ス
カ
ラ
ー
生
）
８
名
が
参
加
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を
組
み
合
わ

せ
た
全
22
日
間
を
、
共
に
学
び
ま

し
た
。

　

初
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
顔
合
わ
せ

で
は
、「
２
０
３
０
年
に
あ
な
た
と

日
本
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る

と
思
う
か
、
ど
う
な
っ
て
い
た
い

か
？
」「
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
本
研
修
を
ど
う
活
か
す
か
？
」

と
い
う
目
標
設
定
を
各
自
が
発
表
。

初
日
を
振
り
返
り
自
分
の
気
持
ち

を
漢
字
一
字
で
表
現
す
る
「
一
筆

入
魂
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
学
生
た
ち

が
、
自
筆
の
漢
字
を
笑
顔
で
掲
げ

る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

日
程
後
半
は
、
海
外
ス
カ
ラ
ー

日
本
語
で
語
り
合
い
、
国
や
地
域

を
越
え
て
友
情
を
深
め
、
新
し
い

時
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
の
対
面
開
催
を
終
え
て
、
事

務
局
を
務
め
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
の
比

嘉
君
枝
も
「
会
っ
て
話
す
か
ら
こ

そ
わ
か
り
合
え
る
こ
と
が
あ
る
。

対
面
の
力
や
リ
ア
ル
な
触
れ
合
い

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
財
団
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル

ー
プ
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た

ち
の
成
長
を
今
後
も
後
押
し
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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ぶ
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⃝日程：①2024年6月27日（木）～7月3日
（水）オンラインプログラム　②2024年7月

10日（水）～17日（水）訪日プログラム
⃝募集人数：10名（予定）
⃝応募締切：2024年4月5日（金）17時まで
⃝応募先：2024年の参加募集要項や過
去のJALスカラシッププログラムの活動詳細
については、左記Webサイトをご覧ください。
※①および②の両方のプログラムにご参加いただ
ける方を歓迎します。応募が多数の場合は、書類・面
接等により選考させていただきます。

2024年
JALスカラシップ
プログラム参加
日本人学生・大学院生
を募集します。
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